☆オーロラってなに？

オーロラは、太陽風として太陽から吹き飛ばされてくる電子、陽子などが地球の磁気圏に沿ってその中に入り込み、高層（100～1000Km）の大気中で酸素や窒素の分子・原子と激しくぶつかり合うことで発光する現象です。

☆太陽風

太陽風は太陽周辺から放出されている高温の荷電粒子（プラズマ）の流れのことです。速度も非常に高速で、300km/s～800km/sにも及びます。

☆磁気圏

方位磁針が動くことからもわかるように地球のまわりには巨大な磁場が存在していて。それを磁気圏と呼んでいます。おおまかには北極をＳ極、南極をＮ極に見たてることができますが、地球から離れるほど、太陽風の影響で太陽方向と逆向きに大きく磁気圏は引き伸ばされています。

☆プラズマ

「プラズマ」という言葉は聞いたことがある人は多いと思います。通常、物質には三態といわれる3つの状態があります。固体、液体、気体です。プラズマはその気体よりもさらに高い温度を持ち、原子が負の電荷を持つ電子と正の電荷を持つイオンに分離（専門的には「電離（でんり）」といいます）した状態になっているので、しばしば物質の第４の状態とも呼ばれます。

☆見える場所

通常、オーロラが観測できる地域は両極に近い緯度の高い場所です。例えば、北半球ならアラスカ、カナダ北部やシベリア、北欧が主な観測地です。先ほど説明した磁気圏の向きが地球に入り込む（または出ていく）向きになるのが高緯度の場所になってしまうからなのです。ただ、気をつけてもらいたいのは、「じゃあ、北へ行けばいくほど（または南へ行けばいくほど）見えるんだ」と思わないでほしいということです。実際にオーロラがよく見えるのは、緯度でいうと６０度後半から７０度あたりなのです。

